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■
応
募
資
格

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
野
菜
や
花

の
栽
培
を
通
じ
て
自
然
に
ふ
れ

あ
い
、
農
作
業
に
親
し
む
と
と

も
に
、
豊
か
な
余
暇
生
活
が
実

現
で
き
る
よ
う
市
民
農
園
を
設

け
て
い
ま
す
。

　

個
人
的
な
楽
し
み
と
し
て
、

ま
た
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
、
土
に

触
れ
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
を

実
感
し
な
が
ら
農
作
物
の
収
穫

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

■
場
所　

瀬
戸
内
町
嘉
鉄

※
１
世
帯
に
つ
き
１
区
画
に
限

り
ま
す
。

■
募
集
期
間

平
成
31
年
３
月
１
日
（
金
）
～

３
月
15
日
（
金
）

※
申
込
書
を
郵
送
す
る
場
合
は

15
日
必
着

■
応
募
資
格

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

■
受
付
場
所

役
場
３
階
農
林
課
農
政
係

■
抽
選

　

申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
な
り
ま
す
。

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
育
成
助
成
事
業

　

瀬
戸
内
町
少
年
消
防
団
は
、
活

動
の
強
化
を
図
る
た
め
、
平
成
30

年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を

活
用
し
、
個
人
装
備
品
の
資
機
材

を
宝
く
じ
の
助
成
金
で
配
備
し
ま

し
た
。

　

瀬
戸
内
町
少
年
消
防
団
は
平
成

29
年
に
結
成
し
、
消
防
訓
練
や
火

の
用
心
に
関
す
る
夜
回
り
な
ど
各

種
行
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

消
防
署
員
や
消
防
団
員
と
活
動

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来
地
元

に
残
る
担
い
手
を
育
成
し
将
来
の

進
路
の
幅
を
広
げ
て
い
ま
す
。

６
年
生
最
後
の
演
奏

　

今
年
１
年
間
の
練
習
の
成

果
を
家
族
や
友
達
、
先
生
、

地
域
の
方
々
へ
感
謝
の
気
持

ち
を
込
め
て
、演
奏
し
ま
す
。

　

６
年
生
に
と
っ
て
は
小
学

校
生
活
最
後
の
演
奏
に
な
り

ま
す
。

　

か
わ
い
い
子
ど
も
た
ち
の

姿
を
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

３
月
10
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
開
場

午
後
２
時
開
演

■
場
所

　

古
仁
屋
小
学
校
体
育
館

■
料
金　

無
料

　

１
月
15
日
、
加
計
呂
麻

島
瀬
相
港
で
災
害
等
の
緊

急
時
に
お
け
る
迅
速
・
的

確
な
対
応
に
万
全
を
期
す

る
た
め
、瀬
戸
内
警
察
署
、

古
仁
屋
海
上
保
安
署
、
瀬

戸
内
消
防
分
署
の
三
機
関

合
同
に
よ
る
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
大
規
模
災
害
等

発
生
を
想
定
し
、
海
上
保

安
署
の
巡
視
艇
「
い
そ
な

み
」
で
警
察
官
、
救
急
救

命
士
等
を
搬
送
す
る
訓
練

や
傷
病
者
を
巡
視
艇
内
に

搬
送
し
て
の
救
命
救
急
措

置
な
ど
の
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
俵
港
で

は
「
島
の
保
健
室
」
の
診

療
看
護
師
中
村
幸
代
さ
ん

も
参
加
し
、
関
係
機
関
と

災
害
時
等
の
連
携
を
確
認

し
ま
し
た
。

　

防
災
の
基
本
は
、

「
自
助
」
―
自
ら
の
命
は

自
分
で
守
る

市
民
農
園
利
用
者
の
募
集

宝
く
じ
助
成
事
業

古
仁
屋
小
学
校
金
管

バ
ン
ド
コ
ン
サ
ー
ト

関
係
機
関
で
緊
急
時
の
訓
練
を
実
施

３
月
11
日
は
東
日
本
大
震
災
の
日
で
す

■お問合わせ先　農林課　農政係☎ 0997 － 72 － 1174

■お問合わせ先　大島地区消防組合　瀬戸内分署☎ 0997 － 72 － 1190

■お問合わせ先　瀬戸内警察署☎ 0997 － 72 － 0110

「
共
助
」
―
家
族
や
地
域

で
共
に
助
け
合
う

「
公
助
」
―
自
治
体
、
警

察
、
海
保
、
消
防
な
ど
に

よ
る
救
助
や
救
援
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

「
結
の
精
神
」
を
大
切
に

自
然
災
害
に
備
え
た
準
備

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
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■お問合わせ先　税務課　収納係☎ 0997 － 72 － 1117 暮
ら
し
を
支
え
る
税

■
暮
ら
し
を
支
え
る
税

　

町
税
は
、
皆
さ
ん
の
「
健
康

で
豊
か
な
生
活
」
を
実
現
す
る

た
め
、
安
全
・
安
心
な
生
活
の

維
持
や
健
康
・
福
祉
の
充
実
、

道
路
等
の
社
会
基
盤
の
整
備
、

教
育
・
産
業
の
振
興
な
ど
身
近

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
・
施
策
の
重

要
な
財
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
収
納
率
向
上
の
た

め
新
規
滞
納
者
へ
向
け
て
、
早

い
段
階
か
ら
自
主
納
付
の
催
促

や
滞
納
処
分
を
す
る
な
ど
滞
納

の
解
消
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

を
強
化
し
て
い
ま
す
。

■
滞
納
処
分
と
は
？

　

町
税
に
は
税
目
ご
と
に
納
期

が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
納

期
限
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
税
を
納
期
限
ま
で
に
納
め

て
い
た
だ
け
な
い
場
合
は
、
財

産
の
差
押
え
等
の
強
制
執
行

（
滞
納
処
分
）
に
よ
り
、
町
税

を
徴
収
し
ま
す
。

　

納
期
限
を
過
ぎ
て
約
20
日
後

に
、
督
促
状
を
発
送
し
ま
す
。

　

法
律
で
は
、「
督
促
状
を
発

し
た
日
か
ら
起
算
し
て
10
日
を

経
過
し
た
日
ま
で
に
税
の
完
納

が
な
い
と
き
」
は
、「
財
産
を

差
し
押
さ
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
地
方

税
法
第
３
３
１
条
）。

　

納
付
が
な
い
場
合
は
、
財
産

調
査
（
国
税
徴
収
法
第
１
４
１

条
に
よ
る
質
問
検
査
権
）
を
実

施
し
、
差
押
え
、
換
価
（
差
し

押
さ
え
た
財
産
の
取
立
て
、
公

売
）
を
行
い
、
滞
納
町
税
に
充

て
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
滞
納
町
税
の
全
額
納
付
に
よ

り
、
差
押
え
は
解
除
に
な
り
ま

す
。

■
納
付
相
談

　

災
害
や
病
気
、
失
業
、
事
業

の
廃
止
お
よ
び
著
し
い
損
失
な

ど
納
税
が
困
難
な
特
別
な
事
情

が
あ
る
場
合
は
、
ご
相
談
に
応

じ
ま
す
の
で
早
め
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
な
お
、
収
入
明
細
な

ど
の
生
活
状
況
な
ど
が
わ
か
る

資
料
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

種別 具体例

不動産

・登記簿に差押えを登記するとともに抵当権者等に差押えを通知します。

・差押えられた不動産は、売買等の財産処分が制限されます。

・不動産公売を行い、町税に充当します。
預金・貯金 ・差押さえた預金・貯金を取り立てて、町税に充当します。

給与・年金
・差押え禁止額（国税徴収法第 76 条を適用）を除いた金額を、給与・年金の支払者から取立てし、町税に

充当します。この取立ては滞納が解消するまで毎月続きます。
生命保険 ・生命保険契約を解約し、払戻金を町税に充当します。

売掛金
・差押えられた売掛金の支払いは受けられません。

・支払者から取立てて、町税に充当します。

貴金属など
・貴金属・ブランド品・書画・骨董・自動車・薄型テレビなどの財産を差押え、インターネットオーク

ション等で売却して、町税に充当します。

■財産別差押えと充当の具体例

　

65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
次
の

と
お
り
、
介
護
予
防
教
室
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

■
申
込
期
限　

４
月
19
日
（
金
）

■
料
金　

無
料
（
男
の
料
理
教
室

は
、材
料
費
の
負
担
が
必
要
で
す
）

介
護
予
防
教
室
の
参
加
者
募
集

■お問合わせ・申込先　保健福祉課　包括支援センター☎ 0997 － 72 － 1153

教室 曜日 時間 内容

元気な笑顔教室 火曜日 午前 9 時 30 分～
体操

元気な足腰講座 火曜日 午後 1 時 30 分～

ひらめき教室（脳トレ） 水曜日 午後 1 時 30 分～ 脳トレ・レク・体操

男の料理教室 木曜日 午前 9 時 30 分～ 料理教室

地域のサロン活動を支援します！

「体操やレクがマンネリ化してきてしまった」、「認知症のことを知りたい」

などお気軽にご相談ください！

■平成 30 年度　瀬戸内町差押件数（平成 31 年 1 月 31 日現在）

件数｜給与：2 件、預金・貯金：19 件、動産（ミラーズロック）：14 件、合計 35 件

金額｜給与：287,400 円、預金・貯金：1,301,096 円、動産（ミラーズロック）：158,800 円、合計 1,747,296 円



まちの出来事

広報せとうち　March 2019　　12

　

嘉
鉄
小
学
校
体
育
館
で
創
立

１
３
５
周
年
を
迎
え
た
嘉
鉄
小
学

校
の
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、
合

わ
せ
て
学
習
発
表
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

学
習
発
表
で
は
、
児
童
に
よ
る

島
唄
や
詞
の
暗
唱
の
ほ
か
、
方
言

を
用
い
な
が
ら
瀬
戸
内
町
の
教
訓

を
島
口
劇
で
披
露
す
る
な
ど
多
彩

な
発
表
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
達
の

発
表
に
来
場
者
か
ら
は
笑
い
声
や

拍
手
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

嘉鉄 小 学 校 創 立135 周
年 記 念 式 典 が 開 催

11 月 10 日（土）創立 135 周年を祝いました

↑ 学 習 発 表 会 と 祝 賀 会

学 習 発 表 会 の ほ か 祝 賀 会 も 開 催 さ れ 、踊 り や 舞 踊 、蘇

刈 集 落 棒 踊 り 、バ ン ド 演 奏 、島 唄 な ど 披 露 さ れ ま し た 。

↑児童によるびんでん太鼓

　

本
町
の
次
期
主
力
農
産
物
と
し
て

研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
、
ア
ボ
カ

ド
の
成
果
報
告
に
ア
ボ
カ
ド
生
産
部

会
長
の
古
俣
文
喜
さ
ん
と
宮
原
農
園

の
宮
原
仲
清
さ
ん
が
表
敬
訪
問
し
ま

し
た
。
施
設
栽
培
で
初
収
穫
す
る
こ

と
が
で
き
、
本
来
な
ら
４
～
５
年
か

か
る
と
こ
ろ
を
２
年
で
収
穫
す
る
こ

と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

　

宮
原
さ
ん
は
「
ハ
ウ
ス
栽
培
の
有

効
性
を
証
明
で
き
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
木
も
大
き
く
な
る
来

年
は
２
倍
の
収
穫
を
め
ざ
せ
た
ら
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

アボ カ ド 生 産 者 部 会 が 栽
培 研 究 の 成 果 報 告 に

11 月 28 日（水）アボカドの産地を目指して

　
　

古
仁
屋
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
（
部
員
30
名
、
義
永
大
樹

監
督
、
岡
野
展
和
コ
ー
チ
）
が
12
月

１
日
に
行
わ
れ
た
、
第
30
回
奄
美
大

島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
旗
争
奪
さ
わ

や
か
新
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
優

勝
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

キ
ャ
プ
テ
ン
の
岡
野
美み

七な

海み

さ
ん

（
古
仁
屋
小
６
年
）
は
「
み
ん
な
の

雰
囲
気
も
良
く
て
、
応
援
席
が
盛
り

上
が
っ
て
い
た
。
優
勝
し
て
う
れ
し

い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
次
回

は
３
月
30
～
31
日
に
京
都
の
西
日
本

大
会
に
参
加
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

古仁 屋 バ レ ー ボ ー ル ス ポ ー
ツ 少 年 団 が 優 勝 報 告 に

12 月 6 日（木）優勝おめでとう！
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瀬
戸
内
町
き
ゅ
ら
島
交
流

館
で
18
年
ぶ
り
と
な
る
、博
物

館
が
や
っ
て
き
たin

瀬
戸
内

町
（
主
催
：
県
立
博
物
館
）が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

約
５
２
０
０
点
の
動
物
や

昆
虫
、化
石
な
ど
の
展
示
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、
液
体
窒
素
を

使
っ
た
科
学
実
験
が
行
わ
れ
、

瞬
時
に
物
を
凍
ら
せ
る
液
体

窒
素
に
驚
き
の
声
が
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。

　

香
港
で
開
催
さ
れ
た「
ア
ジ
ア
ン
・

カ
ヌ
ー
・
オ
ー
シ
ャ
ン
レ
ー
シ
ン
グ
・

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
」
で
総
合
優

勝
し
た
白
畑
瞬
（
中
央
右
、奄
美
市
）

選
手
と
総
合
３
位
の
清
水
健
太
（
中

央
左
、
瀬
戸
内
町
）
選
手
が
表
敬
訪

問
に
訪
れ
ま
し
た
。白
畑
選
手
は「
奄

美
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場

し
た
お
か
げ
で
優
勝
で
き
た
、
こ
れ

か
ら
盛
り
上
げ
て
、
日
本
選
手
権
を

誘
致
し
た
い
」
と
話
し
、
清
水
選
手

は
「
銅
メ
ダ
ル
を
地
元
に
持
ち
帰
れ

て
う
れ
し
い
。
子
ど
も
達
に
広
め
て

い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

博物 館 が や っ て き た
in 瀬 戸 内 町 が 開 催

12 月 10 日（月）11月 11 日のアジア大会

11 月 10 日（土）たくさんの標本を実際に見ることがきました

カヌ ー 競 技 ア ジ ア 大 会 優
勝 選 手 ら が 表 敬 訪 問 に

↑液体窒素で凍ったバラに触れる生徒

↑ 開 会 式 と 会 場 の 様 子

初 日 に 古 仁 屋 中 学 生 と 池 地 小 学 校 の 児 童 が 参 加 。普 段

見 ら れ な い 動 物 な ど の 標 本 を 見 る こ と が で き ま し た 。

福山 市 立 大 学 と 地 域 振
興 に 係 る 覚 書 を 締 結

12 月 7 日（金）空き家対策と地域振興

　

瀬
戸
内
町
と
福
山
市
立
大
学
（
広

島
県
）
都
市
経
営
学
部
の
根
本
修
平

講
師
の
研
究
室
と
、「
離
島
の
地
域

振
興
に
役
立
つ
学
外
活
動
」
に
関
す

る
覚
書
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

同
研
究
室
と
は
大
島
支
庁
瀬
戸

内
事
務
所
と
協
働
で
進
め
て
い
る
、

「
チ
ー
ム
せ
と
う
ち
我
が
事
・
丸
ご

と
支
え
愛
事
業
に
お
い
て
、
空
き
家

や
空
き
店
舗
の
調
査
で
あ
る
「
空
き

キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
調
査
」
で
連
携
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
連
携
を
図
り
、
研

究
成
果
を
活
用
し
な
が
ら
地
域
振
興

に
努
め
て
い
き
ま
す
。　
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平成 年度２月号

サッカー（鹿児島県高等学校新人戦）

古仁屋・喜界 ０ ― ３ 出水工業

女子バレーボール（鹿児島県高等学校新人戦）

１回戦 古仁屋 ２ ― ０ 蒲生

２回戦 古仁屋 ０ ― ２ 鹿児島南

柔 道（県下高等学校柔道選手権大会）

団体戦 古仁屋 ０ ― ４ 名桜館

鹿 児 島 県 立 古 仁 屋 高 等 学 校

〒

鹿児島県大島郡瀬戸内町古仁屋 番地

自主自立 敬愛和協 明朗端正 勤勉誠実

せ

地区ＰＴＳ

古仁屋高校の服務規律に関するスローガン 「意識して未来へつなげよう」

消費生活講座

した。講座では，インターネッ

トサイトや などを利用した

若者に多い消費者トラブルの事

例が紹介され，トラブルが起き

たときの対処方法やトラブルに

巻き込まれないためのポイント

を学びました。

大会報告

明治維新 周年「維新未来博」テーマ研究 最優秀賞受賞
２月３日（日）に，明治維新 周年「維新未来博」のテーマ研究の表彰式が，鹿児島市のかごしま県民交流センター

で行われました。古仁屋高校２年生４人が白糖工場をテーマにした研究内容で最優秀賞を受賞し，研究内容を発表しまし

た。

大島地区総文祭

２月５日（火）に，大島消費生活相談所の中村さんをお招きし，

３年生を対象に「高校生の消費生活講座」が本校体育館で行われま

１月 日（水）， 日（木）に，大島地区高校

総合文化祭が徳之島町文化会館で行われました。

古仁屋高校は，吹奏楽部６人，書道部５人が参加

しました。展示部門（書道）では，２年登島かえ

ねさんが高文連賞，２年中野みづきさんと１年喜

村怜さんが奨励賞を受賞しました。ステージ部門

（音楽）では，演奏にダンスを取り入れ，古仁屋

高校吹奏楽部らしい演奏で会場を盛り上げまし

た。最後に，参加者全員で「ふるさと」の合同合

唱奏を行い，絆を深めました。参加した中野みづ

きさんは，「多くの分野の芸術に触れることができ

て良い経験になった。このような取組を通して，

大島地区を盛り上げていきたい。」と語りました。

た。研究発表（テーマ：日本スイーツの聖地～よみがえる奄美大島白糖製

造工場～）では，瀬戸内町の久慈にあった白糖工場について調べ，工場模

型の作製や，小学生を対象にした白糖工場跡地などの地域の近代遺跡を巡

るバスツアーなどの取組を紹介しました。受賞式に参加した濱田怜弥さん

は，「自分たちで調べたり，企画したことをまとめるのは大変だったが，

多くの人に分かりやすく伝わるように工夫した。発表が終わった後，緊張

がほぐれ達成感が溢れ出した。これまでの取組が認められてうれしい。」

と喜んでいました。また，会場には白糖工場の模型も展示され，研究を行

った生徒がブースを訪れた来場者の質問に答えていました。

←奨励賞を受賞した

中野みづきさんの作品

作品制作に取り組む

喜村怜さん演奏の様子

授賞式

研究内容の発表 白糖工場の模型 展示ブースでの説明の様子
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戸
籍
の
窓

司法書士による法律相談会（無料）のご案内

　場所：町営コーラルタウン船津団地　集会所

　日時：3月14日（木）午前10時～午後１時

　　※本相談会での直接受託は原則行いません。

　【お問い合わせ先】主催：瀬戸内町商工会青年部　

　☎０９９７－７２－０１４７（担当：梶ヶ山）

広 

告

戸
籍
の
窓
は
、
1
月
に
届
け
ら
れ
た
分
の
う
ち
、
希
望
者

の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

水のトラブルすぐに解決！
瀬　戸　内　町　指　定　水　道　工　事　店

◆給・排水設備施工、維持管理 ◆浄化槽工事 ( 水洗トイレ )

◆排水管内視鏡カメラ調査、高圧洗浄  ◆貯水槽清掃

◆引っ越し清掃 ◆ハウスクリーニング ◆エアコン洗浄

㈲　瀬　戸　内　ビ　ル　シ　ス　テ　ム
瀬久井  ０９０－２５１５－５９２８

　
　
お
誕
生
お
め
で
と
う

　【
名
前
】　
　
　【
保
護
者
】　【
住
所
】

　
柊
田　

凛り
ん

斗と　
　

智
也　
　

阿
木
名

　

𠮷
谷　

真さ
ね

之ゆ
き　

　

守
満　
　

古
仁
屋

　

吉
田　

羽う

希き　
　

裕
太
郎　

阿
木
名　

　

行
村　

俐り

紬つ　
　

雄
太　
　

瀬
相

　
　

ご
結
婚
お
め
で
と
う

　【
名
前
】　
　
　
　
　【
本
籍
】

　

磯　

竜
城　
　
　
　

古
仁
屋

　

阿
部　

寧
々
香　
　

古
仁
屋

　

川
畑　

龍
輝　
　
　

請
阿
室

　

山
城　

聖
子　
　
　

古
仁
屋

　

岩
切　

雄
真　
　
　

古
仁
屋

　

與
名
城　

ひ
か
り　

古
仁
屋

　

島
田　

大
輔　
　
　

長
崎
県

　

重
山　

ひ
ろ
か　
　

古
仁
屋

 

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　【
名
前
】　
　
　
　【
年
齢
】　【
本
籍
】

　

脇
田　
　

和
彦　
　

73　
　

古
仁
屋

　

永
井　
　

義
一　
　

89　
　

久
慈

　

里　
　
　

力　
　
　

96　
　

清
水

　

井
上　
　

芳
和　
　

70　
　

大
阪
府

　

肥
後　
　

功
子　
　

92　
　

節
子

　

富
岡　
　

紀
美
子　

81　
　

渡
連

　

山
之
内　

清
一　
　

85　
　

蘇
刈

　

義
永　
　

寛
信　
　

56　
　

西
阿
室

　

渡　
　
　

哲
一　
　

84　
　

蘇
刈

　

久　
　
　

光
正　
　

63　
　

諸
鈍

　

宮
内　
　

和
子　
　

90　
　

西
古
見

　

町
田　
　

朝
光　
　

86　
　

古
仁
屋

　

德　
　
　

島
茂
治　

78　
　

諸
鈍

　

田
中　
　

タ
ミ
子　

90　
　

瀬
武

　

中
村　
　

サ
ダ
子　

85　
　

古
仁
屋

　

中
島　
　

ハ
ル　
　

87　
　

薩
川

　

榮　
　
　

義
満　
　

81　
　

勝
浦

　

德
田　
　

貞
雄　
　

81　

秋
徳

香
典
返
し
と
し
て
社
協
へ
（
１
月
分
）

　【
遺
族
】　
　
　
　【
故
人
】　【
住
所
】

　

渡　

文
一　
　
　

哲
一　
　

瀬
久
井

一
般
寄
付
金
と
し
て
社
協
へ

　【
名
前
】

　

匿
名

総
合
計
金
５
万
円
也

事務所　☎　72-3973　　　☎　72-3714　　　☎　72-0754

快　適　な　衛　生　環　境　を　サ　ポ　ー　ト
・し尿汲み取り・浄化槽清掃管理

・トイレ・風呂・台所・洗面のツマリ等

( 有 ) 瀬 戸 内 清 掃
　　　　　　代表取締役　牧　　学

家庭ゴミ・事業所ゴミ・各粗大ゴミ

収　集　運　搬
１袋からタンス・ベッドその他まで

お 気 軽 に お 電 話 下 さ い

広報せとうち有料広告募集

企画課 情報政策係☎ 0997 － 72 － 1112
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ご家庭の笑顔を皆さんに届けてみませんか？小学校入学前のお子さんを
募集します。（町内在住者に限ります）　住所、氏名、連絡先、お子さん
の名前（ふりがな）・生年月日、48 文字以内のメッセージを記入し、写
真を郵送またはメール（2MB 以内） で送付ください。企画課窓口でも受
け付けます。
※過去に掲載したお子さんも、掲載後１年経過していれば掲載できます。

（写真返却不可）
■企画課　情報政策係☎ 0997 － 72 － 1112
＜郵送での申込み＞〒 894-1592 企画課広報「せとうちのアイドル」係
＜ メールでの申込み＞ joho@town.setouchi.lg.jp まで

「せとうちのアイドル」大募集！

せ
ア

うち

と の
イ ド ル

瀬戸内町公式 SNS｜ QRコードをスマートフォンで読み取ることで簡単アクセス！

公式フェイスブック 公式ツイッター 公式ユーチューブ

第２回かけろま島音まつり～ 7 世代先も、みんなで奏でる島の音～の案内

昨年度クリスマスに開催した「かけろま島音まつり」が 3 月に帰ってきます！休校中の俵小学校の校庭で開催される音楽イベ

ント。島唄はもちろん、町内人気のあのブラスバンドや夏に上演したミュージカルも出演。食べ物やマッサージブースに手作

りワークショップなどもあります。最後はみんなで輪になって八月踊りを踊りましょう♪ご来場お待ちしています！

■日時：3 月 16 日（土）午前 11 時～午後 3 時、■会場：休校中の俵小学校校庭・かけろま手しごと工房

（瀬相港よりバスで 5 分、徒歩 20 分。10:20 古仁屋発のフェリーがおすすめです。）

■出演：がじゅまるバンド、里朋樹＆田井陽子、伊子茂ウクレレーズ、ミュージカル「ユイツナグ」、重田三味線教室、など

■出店：あみあみ倶楽部、やまとや、tiki coffee kakeroma、みつろうクリームワークショップ、など

■出演・出店の申込み・お問合せはこちらまで

瀬戸内町地域おこし協力隊　長紘子（おさひろこ）　TEL：080-9245-6980　MAIL:setouchi.chiikiokoshi@gmail.com

［加計呂麻島のいっちゃむん市場］で検索

最新情報は Facebook をチェック！

瀬戸内町産 農産物 1 月売れ筋ベスト 3 　1.大根 2.きゅうり 3.スナップ、エンドー

３月の野菜の入荷予定

通信

生産者会の本島視察研修

1 月は「大根」が 1 位。切り干し大根をつくるため、家の庭で干している方を良く
お見かけします。そして、２位にきゅうりが急上昇しています。町営農支援センタ
ーの温室きゅうりに加え、露地きゅうりも多く大変助かりました。３位のスナップ
エンドーはベーターカロテン、ビタミン C、カリウム、カルシウムなど栄養のバランスが良い野菜です。

１月下旬に生産者会の本島視察研修が開催され、生産者会員総勢 22 名の方が参加しました。奄美市内の若手農
家さん３名の畑や朝戸にある奄美市農業研究センターで研修しました。実えんどうやかぼちゃ、ブロッコリー、
ミニトマトなど多くの畑を見学しました。視察先の農家さんの施設や栽培、管理方法に会員の生産者さんから驚
きの声やとても勉強になるといった声が聞こえてきました。視察先にて熱心に多くの質問が飛び交い、今後の生
産意欲がとても向上したように思います。今後とも頑張っていきたいと思います！

3 月は加計呂麻島の新糖が続々入荷しています。昨年の台風の影響で多くの作物が大ダメージを受け、「サトウキ
ビの糖度が上がらないのでは？」といったお話を聞きました。でもしっかりとサトウキビは台風にも負けずに成
長してくれました。その他、新じゃが、新玉ネギ、ツワブキが入荷予定です。この時期にしか食べられない島で
つくられた作物をぜひ、見逃さずにみしょってください。今ツワブキも旬です、煮物や佃煮にどうぞ！

問い合わせ先：加計呂麻島のいっちゃむん市場 　☎75-0290
　　　　　　　瀬戸内町役場農林課農政係　　　 ☎72-1174
　　　　　　　地域おこし協力隊 小林    　☎080-2707-8602


